
　「全社的リスクマネジメント体制」では、当社内（コーポ

レート）の各部門およびグループ各社（カンパニーその他グ

ループ会社）が抽出・選定したリスクのうち、経営上対処す

べき重要リスクについて、代表取締役社長を委員長とする

「グループリスクマネジメント委員会」において、集約・一覧

化し、その管理状況をモニタリングしていく取り組みを行っ

ています。

　同委員会を通じて確認したリスク管理状況については「社

長マネジメントレビュー」を実施し、必要な改善措置を講じる

など、次年度のリスク管理の取り組みに反映するとともに、委

員会の議論状況を取締役会に報告することとしています。
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企業倫理・人権尊重の取り組み

企業倫理・人権

●自然災害、感染症、テロなどの多様化するハザードに対し

て、リスク事象発生時の迅速かつ適切な初動対応を構築す

べく、体系化した規程・マニュアル類の整備、緊急時の情報 

連絡体制の構築、また定期的な訓練などを実施しています。

●昨今の情勢を踏まえて、G7サミット等の大規模イベント時
は、JR西日本グループ全体で、警戒警備体制の強化を図り、

駅・列車・重要施設における「巡回強化」や、AIカメラなど最

新技術を取り入れたセキュリティ対策等を実施しています。

●事業継続計画（BCP）を策定し、危機レベルに応じて柔軟

に業務執行体制の構築が可能となるように危機発生時に

備えています。

●お客様の安全を脅かすリスク低減を図るべく、「食の安全」

や「建築設備の安全」を推進する取り組みを実施していま

す。いずれの取り組みも、JR西日本グループ共通のガイドラ

インを策定し、グループ全体の安全、品質レベルの維持・

向上を図っています。

　なお、「食の安全」については、専門コンサルティング会社

と連携して、日頃からの衛生管理や品質管理、内部監査の実

効性向上、法令改正への対応などを行い、食中毒、健康被害、

法令違反を発生させないよう取り組みを実施しています。
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■ 体制
　当社では「コンプライアンス推進規程」に基づき、ガバナン

ス推進本部が中心となり、企業倫理・人権に関する体制構築

や各部門・グループ会社への指導・支援などを行っています。

　また、経営上重要な事項については、社長を委員長とする

「企業倫理・人権委員会」において社外有識者を交え審議を

行うとともに、審議内容を取締役会に報告し、企業倫理・人権

に関するリスクの低減に適切に取り組んでいます。

　なお、内部通報・相談の件数および概要についても定期的

に取締役会に報告を行っています。

審議内容を報告
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内部通報・相談窓口への
通報実績を定例報告企業倫理・人権に関する

経営上重要な事項を付議

・コンプライアンス推進体制の構築
・役員／社員等への教育啓発
・グループ会社への支援　等

調査結果
の報告

調査指示
・依頼報告・協力指導・支援
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4 価値創造の基盤となる
取り組み

　JR西日本グループでは、「長期ビジョン」「中期経営計画2025」のもと、新たな価値創造へ積極的に挑戦していく観点か

ら、2023年度より「全社的リスクマネジメント体制」を構築し、JR西日本グループにおける経営上、対処すべき重要リスクと

その管理状況をモニタリングしています。

　また、価値創造の基盤の１つである内部統制システムについても、監査等委員会設置会社に移行後のモニタリング型経

営やグループ経営体制の深度化に合わせて、「基本方針」の記載事項につき、重点化・大綱化した改正を行うとともに、社内

規程を新設し、各取締役の責任や具体的な取り組みの責任体制を明確化・体系化することで、内部統制システムの実効性

を高めています。

リスクマネジメント・内部統制システムに関するJR西日本グループの考え方

JR 西日本グループ 統合レポート2023 JR 西日本グループ 統合レポート2023 8685

企業倫理・人権に関するJR西日本グループの考え方

（写真提供：セントラル警備保障株式会社）

■G7広島サミット：危険物探知犬による警戒警備

■全社的リスクマネジメント体制

　JR西日本グループでは、企業倫理や人権を事業活動の基盤と捉えたうえで、単に法令やルールを守るだけではなく、社会

の皆様からの信認（信頼や期待）に応えることが大切であると考えており、その拠り所として「社員等倫理綱領」などを定め

役員・社員への浸透を図っています。

　このような中で、2023年度に入り、JR西日本グループにおいて、労働時間に関する法令違反、受託事業における不正請求

および賞味期限の改ざんというコンプライアンス違反を立て続けに発生させ、社会の皆様にご迷惑・ご心配をおかけしまし

た。原因究明や再発防止の徹底はもちろんですが、得られた教訓をグループ全体で水平展開するなど、一層のコンプライア

ンス強化に取り組んでいるところです。

　また、事業活動における人権の重要度が高まっていることを受けて、「私たちの志」「JR西日本グループ長期ビジョン

2032」の策定にあわせ、2023年4月に「JR西日本グループ人権方針」を改定いたしました。これからも多様化・複雑化する

人権課題に対し、社内外のステークホルダーの皆様と協力しながら、適切に対応を図っていきます。

　なお当社は、「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」に賛同を表明する署名を行い、2023年1月30日付

で参加企業として登録されました。今後も、UNGCが提唱する「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」に関わる10

原則の遵守と併せて、持続可能な社会づくりに貢献していきます。

■企業倫理・人権に関する当社の体制
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